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近年、振動・衝撃・騒音による障害に関心が高まって

いますが、まだ、機械の運転には振動・衝撃・騒音

等はつきものだとする考えがあり、その防止対策が

充分でないのが現状です。振動・衝撃・騒音の存在

は、機械、器具の機能や耐久性に、生産される製品

の品質に、さらに作業環境にまで、大きな影響を

及ぼす可能性があり、公害問題にまで発展している

所さえあります。機械が精密化し、高度な機能が

要求されて、設備が近代化するほど、それらの排除

に積極的な対策がなされねばなりません。

適切な設計による防振支持は、機械や設備を守り、

安全で快適な作業環境をつくり、広い範囲に有形、

無形の利益をもたらすものです。防振支持に防振

ゴムを使用することは、最も簡単で最大の効率を

得る最良の手段です。

当社の「産業機械用防振ゴム」ダイヤマウント

シリーズは、あらゆる振動条件と防振設計上の要求

を、充分にみたす特性と、広い選択範囲の種類を

もつ標準型防振ゴムです。
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あらゆる振動条件に対応する標準型防振ゴム

��

DIAMOUNT SERIES

S-TYPE

P-TYPE

W-TYPE

K-TYPE

U-TYPE

D-TYPE

A-TYPE

B-TYPE

C-TYPE

クレーン
ホイスト
立体駐車場

S����型

S����型

●高い衝撃緩和性があります。
●吸収エネルギーが大きい。
●大変形のわりに反力が小さい。

●角形形状で吸収エネルギーの調整は設置個
数で対応可能です。

●コンパクト設計で狭い空間に対応します。

工作機械
プレス
印刷機械
体育館床

P����型 ●騒音・共鳴の防止、衝撃の緩和、高周波振動
の遮断に効果があります。

●必要断面に切断して使用できます。

軽重量機械
基礎用

大重量機械
基礎用

振動の非連成化を考慮するとともに、ゴムの傾
斜配置により比較的大変位のもとでも効果を
発揮する合理的設計をしています。

●取り付けが容易です。
●防振ゴム形状が安定しており、機械自体の振
動も最小に抑えます。

W����型

W����型

K����型 各種工作機械
各種モーター類
ディーゼル機関
建設機械
木工機械

小型工作機械
原動機
風水力機械
化学機械
一般産業用機械

●�方向のバネ定数がほぼ等しい。
●ゴム部は金属で覆われるため、注油漏れ、直
射日光の影響を受けることがありません。

●一般産業機械用防振ゴムとして、ほとんど例
外なく利用できます。

●低バネ定数で広い振動範囲に対応。
●コンパクト形状で機械の安定性を保ちます。
●取り付けが容易です。

K����型

型　　式 形　　状 特　　　長 主な用途 型　　式 形　　状 特　　　長 主な用途

一般産業用機械
軽重量機械

ゴムのせん断剛性を利用した低バネ定数防振
ゴムで、上下方向・水平方向のバネ定数比を適
当に選択でき、高周波振動および低周波振動に
も効果を発揮します。

●一般用途として広く利用可能です。
　（U����）
●狭い空間に容易に挿入取り付けができます。
　（U����）
●U����・U����よりさらに低バネ定数で
　しかも支持高が低いタイプです。

B����型
機械全般

●床面と直接接触するゴム表面は独自のパタ
ーンを持ち、接地効果と防振効果をより高め
るように工夫しております。

●取り付けが容易です。
●アンカーボルトで床に固定する必要がない場
合、またはアンカーボルトが取り付けできな
いところでも使用が可能です。

C����型
機械全般

●上固定盤には取り付けボルトを、下固定盤に
はボルト用穴を設けることで取り付けが容易
です。

●高バネ定数で大型機械にも使用できます。
●高周波の伝達防止に適当です。
●せん断方向にも使用でき、低周波振動にも有
効です。

エンジン用
D����型 ●小さなサイズで大荷重を受けることができま

す。
●�個�セットで挟み込んで取り付けられるタイ
プの防振ゴムです。

U����型

U����型

U����型

●一般的防振ゴムです。
●構造が簡単で取り扱いが容易です。
●比較的高いバネ定数で、小型で大荷重用とし
て使用できます。

●加振方向、配置に自由度があります。
機械全般

A����型
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防振の原理について

��

DIAMOUNT SERIES

この表でもわかるように、伝達率 τ ＝�（���％）の
時、防振効果は�％であり、振動数比ｕは　 です。
防振効果を得るためには、τ＜１としなければなり
ません。そのためには、ｕ＞　にしなければならず、
一般にｕを�～�にすると防振の目的を達すること
と考えられています。

防振ゴムを設計する場合、防振効果の設定をし、振動数比の決定を行ないます。
振動数比と機械の振動数から必要な固有振動数を算出し、機械の重量との関係か
ら防振ゴムに必要なバネ定数を決定します。
防振ゴムのバネ定数を決める際、防振支持した時の機械全体のバランス及び防振
ゴムの安全性等を考慮して、形状も併せて決定します。
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静的たわみ量（上下方向） 　δ（mm）

fn~δ図表

機械の運転により振動が発生しますが、この振動が機械の基礎に伝わるのを防止するために防振ゴ
ムを使用します（図−�）。また基礎に振動があり、その振動から精密機器を保護したり、良好な居住性
を得るためにも防振ゴムが使用できます（図−�）。

機械の強制外力 Po

（機  械）

（基  礎）

防振ゴム

基礎へ伝わった振動力P

機械の振巾 a

（機  器）

（基  礎）

基礎の振巾 ao■図−� ■図−�

除振
固有振動数

たわみ量

制振

免震

伝達率

振動数比

防振効果

※（注） 実際の振動状態での防振ゴムのバネ定数は、動バネ定数を用います。
 具体的にはカタログ記載の静バネ定数に静動比�.�を乗じた値が動バネ定数と仮定してご利用下さい。

防振ゴムは、ゴムのすぐれた弾性を「バネ」として利用し、振動理論にもとづき設計、使用されるものです。従来、単なる緩衝目的
のみに使用されたものとは異なり、高度な防振性能等を発揮するものです。
防振ゴムに使用するゴム材質は、特に防振ゴム材としての適正な諸特性をもち、長期の使用に充分な耐久性をそなえたもので
す。またゴムの内部摩擦は、共振点における振巾が過大になることを防止します。
当社の防振ゴムの形状は、効果的なバネ特性を得るように考案設計し、ほとんどのものが取り付けを容易にするために考慮し
た金属部品を接着してあります。
防振ゴムは、金属バネ（スプリング）と異なり、�方向のバネ特性や捩りバネ特性を、形状を変更することにより任意に得ることが
可能です。
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■防振効果と振動数比の関係

防 振 状 態
振動効果なし
共　　　　振
防振効果あり

伝　達　率
τ≦�
τ→∞
τ＜�

振 動 数 比 振 動 状 態
Po≧P

Po＜P→∞
Po＞P
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防振効果なし

防振効果あり

共振

�

τ＝
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＝
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…………（�）
 Po  ao  �−u�

機械を防振ゴムで支持した場合、機械の強制
外力Poは小さくなって基礎へ伝わります。
この伝わった振動力をPとします。PoとPの関
係は（�）式のようになり、伝わった割合を伝達
率 τと言います。

τ ＝伝達率
Po ＝機械の強制外力
P ＝基礎の振動力
a ＝機械の振巾
ao ＝基礎の強制振巾
u ＝f/fn ………………………………（�）
u ＝振動数比
f ＝強制外力の振動数
fn ＝この系の固有振動数

（�）式を図表化したものがτ～ｕ図表です。

防振効果は、振動数比によって決定され、振動数比は（�）式でも明らかなように、機械
の振動数と固有振動数により決まります。
機械の振動数は、機械の運転により発生しますが、固有振動数は機械の重量と防振ゴ
ムのバネ定数により（�）式の関係で決まります。

上下方向の固有振動数は、防振ゴムのたわみ量に関係があり、（�）または（�）式のよう
になります。（�）式を図表化したものが “静的たわみ量と固有振動数表”（fn～δ図表）
です。

fn＝固有振動数（HZ）
Kd＝バネ定数（N/mm）※

m＝質量（kg）

δ＝  ��.�� �

（mm）…………………………（�）  fn
fn＝���/ δ（r.p.m.） …………………（�）

τ ~ｕ図表

τ＝
 P 

＝
 a 

＝
 �＋ε�
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＝ �
 �−u�

 （ただし、損失係数 ε＝�のとき）

fn＝ � Kd×1000 ………………………………（�） �π m 
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機械を防振ゴムで支持した場合、機械の強制
外力Poは小さくなって基礎へ伝わります。
この伝わった振動力をPとします。PoとPの関
係は（�）式のようになり、伝わった割合を伝達
率 τと言います。

τ ＝伝達率
Po ＝機械の強制外力
P ＝基礎の振動力
a ＝機械の振巾
ao ＝基礎の強制振巾
u ＝f/fn ………………………………（�）
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防振ゴムの選定と設計

��

DIAMOUNT SERIES

防振ゴム

Ｖベルトモーター ファン

基礎取付台

コモンベッド

� 自由度防振支持設計
　　　　　（圧縮方向あるいはせん断方向）

厳密にはできるだけ振動を非連成化するように支持点を選び、条件によっては防振ゴムを傾斜配
置にする必要があります。しかし最初から防振支持をするつもりで機械を設計するのならばともか
く、一般産業機械では防振支持のための支持点として特に考慮されていないのが普通です。
そこで、通常、機械据え付け用のアンカーの位置が、そのまま防振支持点に用いられますが、実用
的には次の注意点を考慮の上、実用設計によって防振ゴムを選定、ご使用いただけば十分満足い
ただける効果が得られます。

A
各支持点を防振ゴムで支
持した場合、機械台の剛性
は不足しないか。特に全面
接地型鋳鉄ベースのもの
はこの注意が必要です。

B
各支持点で支持する場合、
機械の安定（すわり）を害
さないか。不安定な場合は
支持点を外側に張り出す
ようにします。

C 各支持点の負荷重量はい
くらであるか。

� 自由度防振支持設計
　　　　　　（�並進・�回転成分）

● 機械の質量と外力条件の確認
　　　　　　　　　 （周波数・振幅）

● 機械の剛性データと外力条件の確認
　　　　　　　　　　　　　　 （周波数・振幅・方向）

● バネ定数の決定
支持点が決まりましたら、先に述べた「防
振の原理について」（固有振動数とバネ
定数）の項を参照して頂き、防振ゴムの必
要なバネ定数を計算します。

● 防振ゴムの形状・寸法の決定
以上の作業が終わりましたら、防振ゴム
にかかる荷重と必要なバネ定数、さらに
それから計算されたたわみ量、また強制
外力の方向等の条件を加味して、ダイヤ
マウントシリーズから、適当なものを選び
出していただきます。

機械の質量、重心、慣性主軸の位置および慣性モーメントを求
めます。次に機械の加振力と偶力について、その種類、振動数
および大きさを調べます。

■�−� 支時点の選定と取付け位置
支持点数は諸元通り�点とし、力が防振ゴムに均等に負荷され
るように取り付け位置を決定します。

支持点�点当りに作用する力：P
P=(M /n)g=（���/�）× �.�=���（N）

■�−� 固有振動数の決定（�頁のτ～ｕ図表を参照してください）
振動数比：u=f/fn=�とすると（防振効果��%を期待する場合）
固有振動数  fn=f/u=���� /�=��� r.p.m=��.�Hzとなります。

（周波数の低い方を基準とします）
■�−� 動バネ定数の算出

“静的たわみ量と固有振動数表”より静的たわみ量を求めると
δ＝�.�mmとなります。（式（�）より算出）
�点あたりの支持点数���Nですから、動バネ定数は、次のように
なります。
Kd=M /δ=��� /�.�=���N /mm

■�−� 静バネ定数の算出
静バネ定数=動バネ定数 / �.�
Kc=Kd /�.�=��� /�.�=���N / mm

■�−� 防振ゴムの選定
ダイヤマウントシリーズより次の条件に合うものを選定します。

（�）バネ定数  Kc=���N /mm以下
（�）�点あたりの支持荷重：���N
（�）たわみ量  δ＝�.�mmを許容できるもの。
（�）防振ゴムを取り付けた場合のバランス。

　※W����を選定すると（�）～（�）の条件を満足します。
■�−� 防振効果の計算

（別紙「防振計算フォーマットの使用例」をご参照ください）
（�）支持系の固有振動数

■�−� 防振対象
Ｖベルトによりモーターで駆動されるファン

（コモンベッドで据え付けられたもの）
■�−� 機械質量

モーター　　　　���㎏　
ファン　　　　　 ���㎏　　総質量 M ���㎏
コモンベッド　　    ��㎏　

■�−� 機械の回転数
モーター　　���� r.p.m.  →��Hz
ファン　　　 ���� r.p.m.（プーリー比で減速）  →��.�Hz

■�−� 防振ゴム支持点数
支持点数 n �点（コモンベッドと基礎の間に防振ゴムを取り付ける）

防振支持対象である機械の剛性データ（重量と慣性モーメント）が判明している場合はほ
とんどありませんので、通常の防振設計では、�自由度に縮退化させた振動モデルを用い
たシミュレーション解析を行います。

fn= �
 �π

= �
 �π

���×�.�×����
��

=��.�（Hz）Kd×����
m

支持点の選定 実設計例（�自由度振動解析の適用）

● 固有振動数・バネ定数の選定
上記に対する機械の各自由度の固有振動数を希望する防振
効果を得るように選定します。振動数比を大きくするために固
有振動数を低くすること、および各自由度とも満足せしめるこ
とが望ましいのですが、�並進動と�回転振動のすべてについ
て希望通りにならないときは、重要なもののみを対象にしま
す。この場合機械の各運動自由度間の連成作用を除去するよ
う考慮すべきです。

● 防振ゴムの形状・寸法の決定
防振ゴムの形状・寸法を上記バネ特性を得られるように計算
し、選定します。この場合ゴムの許容耐圧、許容たわみ限度、ゴ
ム硬度使用範囲等により検討するとともに、取り付け方法が
実用上容易であるよう考慮を必要とします。

設計諸元

防振ゴムの設計
（�）振動数比

ファン振動数に対して  u�＝��.� /��.�=�.��
モーター振動数に対して  u�=��.� /��.�=�.��

（�）振動伝達率
振動数比と振動伝達率表より
ファン振動数に対して  τ�＝�.���
モーター振動数に対して  τ�＝�.���

（�）防振効果
ファン振動数に対して　��％
モーター振動数に対して　��％
全体として��％以上の防振効果があります。

型 種　ダイヤマウント　W����
特 性　バネ定数　Kc=���N /mm
数 量　�点支持

防振ゴムの決定

（�）防振ゴムの取り付け時、�点にかかる荷重がほぼ同じ
になるように取り付け位置を決めます。

（�）防振ゴムは回転機の回転主軸と防振ゴムのKs�軸が平
行になるように取り付けます。

（�）必要バネ定数とダイヤマウントのバネ定数が合わない
場合、振動数比 u を√�以上の許可しうる範囲で変更
し、ダイヤマウントの特性値をそのまま利用できるよう
にします。

注意事項
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的には次の注意点を考慮の上、実用設計によって防振ゴムを選定、ご使用いただけば十分満足い
ただける効果が得られます。

A
各支持点を防振ゴムで支
持した場合、機械台の剛性
は不足しないか。特に全面
接地型鋳鉄ベースのもの
はこの注意が必要です。

B
各支持点で支持する場合、
機械の安定（すわり）を害
さないか。不安定な場合は
支持点を外側に張り出す
ようにします。

C 各支持点の負荷重量はい
くらであるか。

� 自由度防振支持設計
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● 機械の質量と外力条件の確認
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● 機械の剛性データと外力条件の確認
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● バネ定数の決定
支持点が決まりましたら、先に述べた「防
振の原理について」（固有振動数とバネ
定数）の項を参照して頂き、防振ゴムの必
要なバネ定数を計算します。

● 防振ゴムの形状・寸法の決定
以上の作業が終わりましたら、防振ゴム
にかかる荷重と必要なバネ定数、さらに
それから計算されたたわみ量、また強制
外力の方向等の条件を加味して、ダイヤ
マウントシリーズから、適当なものを選び
出していただきます。

機械の質量、重心、慣性主軸の位置および慣性モーメントを求
めます。次に機械の加振力と偶力について、その種類、振動数
および大きさを調べます。

■�−� 支時点の選定と取付け位置
支持点数は諸元通り�点とし、力が防振ゴムに均等に負荷され
るように取り付け位置を決定します。

支持点�点当りに作用する力：P
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振動数比：u=f/fn=�とすると（防振効果��%を期待する場合）
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（別紙「防振計算フォーマットの使用例」をご参照ください）
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■�−� 防振対象
Ｖベルトによりモーターで駆動されるファン

（コモンベッドで据え付けられたもの）
■�−� 機械質量

モーター　　　　���㎏　
ファン　　　　　 ���㎏　　総質量 M ���㎏
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■�−� 機械の回転数
モーター　　���� r.p.m.  →��Hz
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■�−� 防振ゴム支持点数
支持点数 n �点（コモンベッドと基礎の間に防振ゴムを取り付ける）

防振支持対象である機械の剛性データ（重量と慣性モーメント）が判明している場合はほ
とんどありませんので、通常の防振設計では、�自由度に縮退化させた振動モデルを用い
たシミュレーション解析を行います。
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支持点の選定 実設計例（�自由度振動解析の適用）

● 固有振動数・バネ定数の選定
上記に対する機械の各自由度の固有振動数を希望する防振
効果を得るように選定します。振動数比を大きくするために固
有振動数を低くすること、および各自由度とも満足せしめるこ
とが望ましいのですが、�並進動と�回転振動のすべてについ
て希望通りにならないときは、重要なもののみを対象にしま
す。この場合機械の各運動自由度間の連成作用を除去するよ
う考慮すべきです。

● 防振ゴムの形状・寸法の決定
防振ゴムの形状・寸法を上記バネ特性を得られるように計算
し、選定します。この場合ゴムの許容耐圧、許容たわみ限度、ゴ
ム硬度使用範囲等により検討するとともに、取り付け方法が
実用上容易であるよう考慮を必要とします。

設計諸元

防振ゴムの設計
（�）振動数比

ファン振動数に対して  u�＝��.� /��.�=�.��
モーター振動数に対して  u�=��.� /��.�=�.��

（�）振動伝達率
振動数比と振動伝達率表より
ファン振動数に対して  τ�＝�.���
モーター振動数に対して  τ�＝�.���

（�）防振効果
ファン振動数に対して　��％
モーター振動数に対して　��％
全体として��％以上の防振効果があります。

型 種　ダイヤマウント　W����
特 性　バネ定数　Kc=���N /mm
数 量　�点支持

防振ゴムの決定

（�）防振ゴムの取り付け時、�点にかかる荷重がほぼ同じ
になるように取り付け位置を決めます。

（�）防振ゴムは回転機の回転主軸と防振ゴムのKs�軸が平
行になるように取り付けます。

（�）必要バネ定数とダイヤマウントのバネ定数が合わない
場合、振動数比 u を√�以上の許可しうる範囲で変更
し、ダイヤマウントの特性値をそのまま利用できるよう
にします。

注意事項



防振計算フォーマット記入例

�

設　計　諸　元

仕様

総重量 M

支持点数 n

防振ゴムバネ定数 Kc（N/mm）

目標振動数比 u'

回転数
f'（rpm）

備　　考

目標振動伝達率 τ' = �/（�−u�）

=（�-τ）×���期待の防振効果（%）

■結果：回転数に対する防振特性
計算式ファン モータ

静的分担荷重

回転数

振動数

支持点の荷重

バネ定数（静的）

バネ定数（動的）

たわみ

固有振動数

振動数比

振動伝達率

防振効果

=M/n

=f'/��

=（M/n）×�.�

=�.�×Kc

=P/Kc

=f/fn

=│ �/（�−u�）│

= （�-τ）×���

m （㎏f）

f' （rpm）

f （Hz）

P （N）

Kc （N/mm）

Kd （N/mm）

δ （mm）

fn （Hz）

u （−）

τ （−）

 （%）

�
�π

Kd×����
m

ダイヤマウント W����

ファン

モータ
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実設計事例でダイヤマウントW����を使用した時の防振効果の計算工程
※本表作成には��ページをコピーしてお使いください
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DIAMOUNT SERIES

防振ゴムとは、ゴムのすぐれた弾性を「バネ」として利用し、振動理論にもとづき設計、使用され
るものです。従来、単なる緩衝目的のみに使用されたものとは異なり、高度の防振性能等を発揮
するものです。
防振ゴムに使用するゴム材質は、特に防振ゴム材としての適正な諸特性をもち、長期の使用に充
分な耐久性をそなえたものです。又、ゴムの内部摩擦は、共振点における振巾が過大になること
を防止します。
防振ゴムの形状は、効果的なバネ特性を得るように考案設計し、ほとんどのものが取り付けを容
易にするために考慮した金属部品を接着してあります。
防振ゴムは、金属バネ（スプリング）と異なり、�方向のバネ特性や捩りバネ特性を、形状を変更
することにより任意に得ることが可能です。



A-TYPE

����

DIAMOUNT SERIES

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
CtdhLD�D重量

（g）
圧縮

最大荷重
（N）

剛性比
（Ks/Kc）

A����型 A����型
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※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。 注：特性値の剛性比は、参考値とする。

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
CtdhLD�D重量

（g）
圧縮

最大荷重
（N）

剛性比
（Ks/Kc）
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※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。 注：特性値の剛性比は、参考値とする。
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D�
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A-TYPE

����

DIAMOUNT SERIES

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
CtdhLD�D重量

（g）
圧縮

最大荷重
（N）

剛性比
（Ks/Kc）

A����型 A����型
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※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。 注：特性値の剛性比は、参考値とする。

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
CtdhLD�D重量

（g）
圧縮

最大荷重
（N）

剛性比
（Ks/Kc）
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※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。 注：特性値の剛性比は、参考値とする。
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B-TYPE/C-TYPE/D-TYPE/K-TYPE

����

DIAMOUNT SERIES

B����型 K����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

重量
（g） φD φD� L h b t C圧縮最大荷重

（N）
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※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。
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C����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

重量
（g） h t� t� C d d� p圧縮最大荷重

（N）
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※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。

D����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
P方向バネ定数

（N/mm）
重量

（g） H� H A B
剛性比

（Q/P）

��� �.��

P方向最大荷重
（N）

����
d� Ld�D�D�

標準寸法 組み付け寸法 予圧
縮量
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製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
F p tEDdLA重量

（g）
圧縮

最大荷重
（N）

剛性比
（Ks/Kc）
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K����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
F p SEDdLA重量

（g）
圧縮

最大荷重
（N）

剛性比
（Ks/Kc）
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注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：�個で�個使い。特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。
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B-TYPE/C-TYPE/D-TYPE/K-TYPE

����

DIAMOUNT SERIES

B����型 K����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

重量
（g） φD φD� L h b t C圧縮最大荷重

（N）
��

���
���
���
���
���

���
���
���
���

����
����

��
��
��
��
��
��

�.�
�.�
�.�
�.�
�.�
�.�

M�
M�
M�

M��
M��
M��

�.�
��.�
��.�
��.�
��.�
��.�

��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��

��
��
��
��

���
���

Ｂ����
B����
B����
B����
B����
B����

※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。
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C����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

重量
（g） h t� t� C d d� p圧縮最大荷重

（N）
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※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。

D����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
P方向バネ定数

（N/mm）
重量

（g） H� H A B
剛性比

（Q/P）
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P方向最大荷重
（N）
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標準寸法 組み付け寸法 予圧
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製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
F p tEDdLA重量

（g）
圧縮

最大荷重
（N）

剛性比
（Ks/Kc）
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K����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
F p SEDdLA重量

（g）
圧縮

最大荷重
（N）

剛性比
（Ks/Kc）
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注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：�個で�個使い。特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。
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U-TYPE/W-TYPE

����

DIAMOUNT SERIES

U����型 W����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

剛性比
（Ks�/Kc）

剛性比
（Ks�/Kc）

重量
（g） A B圧縮最大荷重
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※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

剛性比
（Ks�/Kc）

剛性比
（Ks�/Kc）

重量
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製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

剛性比
（Ks�/Kc）

剛性比
（Ks�/Kc）

重量
（g） A B圧縮最大荷重

（N）
��.�
��
��
��.�

��
���
���
���

��
��

���
���

�
�

��
��

��
��
��
��

C D E

��
��.�
��.�
��.�

F

��
��
��
��

L

��
��
��

���

p

�.�
�.�
�.�
�.�

t

��.�
��.�
��.�
��.�

��
��
��
��

��
��

���
���

�.��
�.��
�.��
�.��

�.��
�.��
�.��
�.��

U����
U����
U����
U����

U����型

U����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm） E F LdCBA重量
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圧縮最大荷重

（N）
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※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
A重量
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圧縮
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剛性比
（Ks�/Kc）
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�.��
�.��

���
���
���
���

B

���
���
���
���

C

��
��
��
��

d�

��
��
��
��

d

M��
M��
M��
M��

E

���
���
���
���

L

���
���
���
���

p

���
���
���
���

q

��
��

���
���

t

��
��
��
��

α

��°
��°
��°
��°

�����
�����
�����
�����

W����
W����
W����
W����
※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。

W����型

Ks� Kc

B

A

D

Ks�

E

L

C

t
t

B

Ks� Kc

C

L

Ks�

F
A

p
E

t

t

A

B

Ks� Kc

C
L

E

Ks�

F

��゜

�‒d

C

A

E

B

Ks� Kc

�ｰφd�

C
L

t

�ｰd

q

p

Ks�

q

α

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

B

Ks� Kc

C
L

Ks�

C

E
A

d

�‒d

�‒φD



U-TYPE/W-TYPE

����

DIAMOUNT SERIES

U����型 W����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

剛性比
（Ks�/Kc）

剛性比
（Ks�/Kc）

重量
（g） A B圧縮最大荷重

（N）
 ��.�
���
 ��
���

���
���
���
���

��
��
��
��

��
��
��
��

M�
M�

M��
M��

��
��
��
��

C d E L

��
��
��
��

��
��
��
��

��
���
���
���

�.��
�.��
�.��
�.��

�.��
�.��
�.��
�.��

U����
U����
U����
U����

※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

剛性比
（Ks�/Kc）

剛性比
（Ks�/Kc）

重量
（g） A B圧縮最大荷重

（N）
 ��.�
���
 ��
���

���
���
���
���

��
��
��
��

��
��
��
��

�
�

��
��

��
��
��
��

C D E L

�.�
�.�
�.�
�.�

t

��.�
��.�
��.�
��.�

��
��
��
��

��
��

���
���

�.��
�.��
�.��
�.��

�.��
�.��
�.��
�.��

U����
U����
U����
U����

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm）

剛性比
（Ks�/Kc）

剛性比
（Ks�/Kc）

重量
（g） A B圧縮最大荷重

（N）
��.�
��
��
��.�

��
���
���
���

��
��

���
���

�
�

��
��

��
��
��
��

C D E

��
��.�
��.�
��.�

F

��
��
��
��

L

��
��
��

���

p

�.�
�.�
�.�
�.�

t

��.�
��.�
��.�
��.�

��
��
��
��

��
��

���
���

�.��
�.��
�.��
�.��

�.��
�.��
�.��
�.��

U����
U����
U����
U����

U����型

U����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値
圧縮バネ定数
：Kc（N/mm） E F LdCBA重量

（g）
圧縮最大荷重

（N）
剛性比

（Ks�/Kc）
 ��.�
���
���
���
���
���

���
���
���

����
����
����

�.��
�.��
�.��
�.��
�.��
�.��

剛性比
（Ks�/Kc）

�.��
�.��
�.��
�.��
�.��
�.��

��
��
��
��
��

���

��
��
��

���
���
���

��
��
��
��

���
���

M��
M��
M��
M��
M��
M��

��
��
��
��
��
��

��
��
��
��

���
���

��
��
��
��
��

���

���
���
���

����
����

�����

W����
W����
W����
W����
W����
W����
※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

圧縮バネ
定数：Kc

（N/mm）
A重量

（g）
圧縮

最大荷重
（N）

剛性比
（Ks�/Kc）

����
����

���
����

�����
����

�����
�����

�.��
�.��
�.��
�.��

剛性比
（Ks�/Kc）

�.��
�.��
�.��
�.��

���
���
���
���

B

���
���
���
���

C

��
��
��
��

d�

��
��
��
��

d

M��
M��
M��
M��

E

���
���
���
���

L

���
���
���
���

p

���
���
���
���

q

��
��

���
���

t

��
��
��
��

α

��°
��°
��°
��°

�����
�����
�����
�����

W����
W����
W����
W����
※注：六角ナット、スプリングワッシャー各�個付きとする。

W����型

Ks� Kc

B

A

D

Ks�

E

L

C

t
t

B

Ks� Kc

C

L

Ks�

F
A

p
E

t

t

A

B

Ks� Kc

C
L

E

Ks�

F

��゜

�‒d

C

A

E

B

Ks� Kc

�ｰφd�

C
L

t

�ｰd

q

p

Ks�

q

α

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

注：特性値の剛性比は、参考値とする。

B

Ks� Kc

C
L

Ks�

C

E
A

d

�‒d

�‒φD



����

DIAMOUNT SERIES防振パッド P-TYPE 

��

����

���

���
���

���

��

��
��

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）

��
.�

 t
��

 t

��
 t

� � � � � � � � � �
��

���

����

���

���

���

��

��
��

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.�

 t
�� t �� t

���

���

���

��

��
��

��

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.�

 t

�� t �� t

��

����

���

���
���

���

��

��

��

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t
�� t

���

��

��
��

��

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��.� t

�� t

�� t

���

��

��

��

��

�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t
�� t

��

��

�

�
�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t �� t

��

��
��

��

�

�

�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t �� t

��
.� 

t

�� t
�� t

��

��
��

��

�

�

�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
��

��

�

�

�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t
�� t

各種寸法に切断した場合の荷重・たわみ特性（参考値）

���×���
���×���

���×���

���×���

���×������×�����.�×��.�

防振パッド
P����型

特　　性　　値
ゴムかたさ

（デュロメータタイプA）
��
��
��

厚　　さ
（mm）

��.�
��
��

許容たわみ量
（mm）

�.�
�
�

P����
P����
P����

���×��.����×��.� ���×��.�



����

DIAMOUNT SERIES防振パッド P-TYPE 

��

����

���

���
���

���

��

��
��

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）

��
.�

 t
��

 t

��
 t

� � � � � � � � � �
��

���

����

���

���

���

��

��
��

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.�

 t
�� t �� t

���

���

���

��

��
��

��

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.�

 t

�� t �� t

��

����

���

���
���

���

��

��

��

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t
�� t

���

��

��
��

��

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��.� t

�� t

�� t

���

��

��

��

��

�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t
�� t

��

��

�

�
�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t �� t

��

��
��

��

�

�

�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t �� t

��
.� 

t

�� t
�� t

��

��
��

��

�

�

�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
��

��

�

�

�

�

荷

　重  

（kN）

たわみ（mm）
� � � � � � � � � �

��
.� 

t

�� t
�� t

各種寸法に切断した場合の荷重・たわみ特性（参考値）

���×���
���×���

���×���

���×���

���×������×�����.�×��.�

防振パッド
P����型

特　　性　　値
ゴムかたさ

（デュロメータタイプA）
��
��
��

厚　　さ
（mm）

��.�
��
��

許容たわみ量
（mm）

�.�
�
�

P����
P����
P����

���×��.����×��.� ���×��.�



����

DIAMOUNT SERIESストッパー S-TYPE

たわみ（mm）
�� �� �� �� �� �� �� �� ��

��

��

��

��

��

��

��

��

�

荷
重︵
kN
︶

たわみ（mm）
� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��� ���

�

���

���

���

���

���

���

���

荷
重︵
kN
︶

L

A
B �ｰφdX

AB

φD

t

A p

B

φC

H

E

φD

ストッパー
S����型

ストッパー
S����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

反　力
（N） LDdX

（c面）tBA重量
（g）

ストローク
（mm）

吸収
エネルギー

（J）

�����
�����
�����
�����

������
������
������
������

��
��
��
��
��
��
��

���

��.�
���
���
���

����
����
����

�����

��
��
��

���
���
���
���
���

��
��
��
��

���
���
���
���

 �.�
 �.�
�� 
��
��
��
��
��

 �.�
 �
 �
 �
��
��
��
��

�
�
�
�
�

��
��
��

��
��
��

���
���
���
���
���

��
��

���
���
���
���
���
���

���
���
���

����
����
����

�����
�����

S����
S����
S����
S����
S����
S����
S����
S����

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

反　力
（N） pHEDCBA重量

（g）
ストローク
（mm）

吸収
エネルギー

（J）

����
�����
�����
�����

��
��
��
��

��
��

���
1���

��
��
��

���

��
���
���
���

��
��
��
��

��
��
��
��

��
��
��
��

��
��

���
���

���
���
���
���

���
���

����
����

S����
S����
S����
S����

荷重～たわみ特性（圧縮方向） 荷重～たわみ特性（圧縮方向）

S1001

S1002

S1003

S1004

S1005

S1006

S1007

S1008

たわみ（mm）
� �� �� �� ��

�

��

��

��

��

��

��

��

��

��

荷
重︵
kN
︶

荷重～たわみ特性（圧縮方向）

S2003

S2004

S2001

S2002



����

DIAMOUNT SERIESストッパー S-TYPE

たわみ（mm）
�� �� �� �� �� �� �� �� ��

��

��

��

��

��

��

��

��

�

荷
重︵
kN
︶

たわみ（mm）
� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��� ���

�

���

���

���

���

���

���

���

荷
重︵
kN
︶

L

A
B �ｰφdX

AB

φD

t

A p

B

φC

H

E

φD

ストッパー
S����型

ストッパー
S����型

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

反　力
（N） LDdX

（c面）tBA重量
（g）

ストローク
（mm）

吸収
エネルギー

（J）

�����
�����
�����
�����

������
������
������
������

��
��
��
��
��
��
��

���

��.�
���
���
���

����
����
����

�����

��
��
��

���
���
���
���
���

��
��
��
��

���
���
���
���

 �.�
 �.�
�� 
��
��
��
��
��

 �.�
 �
 �
 �
��
��
��
��

�
�
�
�
�

��
��
��

��
��
��

���
���
���
���
���

��
��

���
���
���
���
���
���

���
���
���

����
����
����

�����
�����

S����
S����
S����
S����
S����
S����
S����
S����

製　　品　　寸　　法特　　性　　値

反　力
（N） pHEDCBA重量

（g）
ストローク
（mm）

吸収
エネルギー

（J）

����
�����
�����
�����

��
��
��
��

��
��

���
1���

��
��
��

���

��
���
���
���

��
��
��
��

��
��
��
��

��
��
��
��

��
��

���
���

���
���
���
���

���
���

����
����

S����
S����
S����
S����

荷重～たわみ特性（圧縮方向） 荷重～たわみ特性（圧縮方向）

S1001

S1002

S1003

S1004

S1005

S1006

S1007

S1008

たわみ（mm）
� �� �� �� ��

�

��

��

��

��

��

��

��

��

��

荷
重︵
kN
︶

荷重～たわみ特性（圧縮方向）

S2003

S2004

S2001

S2002



����

DIAMOUNT SERIES防振ゴムの取り扱いについて 防振計算フォーマット

設　計　諸　元

仕様

総重量 M

支持点数 n

防振ゴムバネ定数 Kc（N/mm）

目標振動数比 u'

回転数
f'（rpm）

備　　考

目標振動伝達率 τ' = �/（�−u�）

=（�-τ）×���期待の防振効果（%）

■結果：回転数に対する防振特性
計算式

静的分担荷重

回転数

振動数

支持点の荷重

バネ定数（静的）

バネ定数（動的）

たわみ

固有振動数

振動数比

振動伝達率

防振効果

=M/n

=f'/��

=（M/n）×�.�

=�.�×Kc

=P/Kc

=f/fn

=│ �/（�−u�）│

= （�-τ）×���

m （㎏f）

f' （rpm）

f （Hz）

P （N）

Kc （N/mm）

Kd （N/mm）

δ （mm）

fn （Hz）

u （−）

τ （−）

 （%）

�
�π

Kd×����
m

※下表をコピーして防振効果の計算にお使いください（�ページに記入例がございます）防振ゴム取り付け時の注意事項

防振ゴム交換の目安

■従来単位ーSI単位換算例

防振ゴムご使用上の注意事項

保管輸送中の注意事項
（�） 防振ゴムはたわみ量が均一となるように配置してください。

 （均等な荷重にしてください。）
（�） 防振ゴム取り付け時に異常変形（➀～➂）を与えないように設

置してください。
➀圧縮方向に最大荷重、最大たわみ量以上の変形を与えない

でください。
➁引張方向に荷重がかからないように取り付けてください。
➂捩り方向、せん断方向にゴム厚みの��％以上の変形量を与

えないでください。
（�） 防振支持する機械と原動機は共通架台に載せた状態で支持

をお願いします。
（�） 防振支持機械に取り付けられた配管は可撓部をもった構造に

してください。
（配管からの振動伝達等を抑えるためです。）

（�） ボルト締結時には下表の参考標準締め付けトルク値を参考に
締結してください。

ネジ径
参考標準

締付けトルク
N・m

M�

� �.� ��.� ��.� �� ��� ��� ���

M� M� M�� M�� M�� M�� M��

（�） 『保管輸送中の注意事項』に記載事項を参考にしてご使用くだ
さい。

（�） 使用中に最大荷重、最大たわみ量を超えないようにご使用くだ
さい。

（�） 油脂類、薬品の付着が無いようにしてください。
（�） 使用中の雰囲気温度、伝達熱は��℃以下でご使用ください。
（�） 直射日光、潮風、水、海水に曝されない様にご使用ください。
（�） 定期的に点検を実施して防振ゴムの異常有無をご確認くださ

い。
（ゴムと金具の接着剥離、ゴムの割れ、金具腐食、割れ等）

（�） 直射日光にさらさないようにしてください。
（�） できるだけ空気が触れないようにビニール袋等で密封し、冷暗

所にて保管してください。
（�） 油脂類、薬品の付着が無いようにしてください。
（�） オゾンの多い場所には放置保管しないでください。
（�） 水分の多い場所には放置保管しないでください。
（�） 防振ゴムの上に物を乗せた状態で放置保管しないでください。
（�） 長期保管をしないようにしてください。

防振ゴムの使用方法、条件、環境により交換基準は一様ではありま
せんが、下記の項目を交換の目安としてお考えください。

（�） ゴムの亀裂（深さ約�mm以上の場合）
（�） 金具とゴムの接着部剥離。
（�） ゴムのへたり（へたり量がゴム厚みの��％以上になった場合）
（�） ゴムが油、薬品等で膨潤、脱落した場合。

量 従来単位 S I 単 位 S I 単 位 へ の 換 算

力・荷重

バネ定数

エネルギー

面圧・応力

トルク・モーメント

㎏f

tonf

㎏f/cm

㎏f・m

㎏f/cm�

㎏f・m

N

kN

N/mm

J

N/mm�

N・m

�㎏f =�.�����N （≒��N）

�tonf=�.�����kN （≒��kN）

�㎏f/cm=�.�����×��-�N/mm （≒�N/mm）

�㎏f・m=�.�����J （≒��J）

�㎏f/cm�=�.�����×��-�N/mm�（≒�.�N/mm�）

�㎏f・m=�.�����・m （≒��N・m）
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DIAMOUNT SERIES防振ゴムの取り扱いについて 防振計算フォーマット

設　計　諸　元

仕様

総重量 M

支持点数 n

防振ゴムバネ定数 Kc（N/mm）

目標振動数比 u'

回転数
f'（rpm）

備　　考

目標振動伝達率 τ' = �/（�−u�）

=（�-τ）×���期待の防振効果（%）

■結果：回転数に対する防振特性
計算式

静的分担荷重

回転数

振動数

支持点の荷重

バネ定数（静的）

バネ定数（動的）

たわみ

固有振動数

振動数比

振動伝達率

防振効果

=M/n

=f'/��

=（M/n）×�.�

=�.�×Kc

=P/Kc

=f/fn

=│ �/（�−u�）│

= （�-τ）×���

m （㎏f）

f' （rpm）

f （Hz）

P （N）

Kc （N/mm）

Kd （N/mm）

δ （mm）

fn （Hz）

u （−）

τ （−）

 （%）

�
�π

Kd×����
m

※下表をコピーして防振効果の計算にお使いください（�ページに記入例がございます）防振ゴム取り付け時の注意事項

防振ゴム交換の目安

■従来単位ーSI単位換算例

防振ゴムご使用上の注意事項

保管輸送中の注意事項
（�） 防振ゴムはたわみ量が均一となるように配置してください。

 （均等な荷重にしてください。）
（�） 防振ゴム取り付け時に異常変形（➀～➂）を与えないように設

置してください。
➀圧縮方向に最大荷重、最大たわみ量以上の変形を与えない

でください。
➁引張方向に荷重がかからないように取り付けてください。
➂捩り方向、せん断方向にゴム厚みの��％以上の変形量を与

えないでください。
（�） 防振支持する機械と原動機は共通架台に載せた状態で支持

をお願いします。
（�） 防振支持機械に取り付けられた配管は可撓部をもった構造に

してください。
（配管からの振動伝達等を抑えるためです。）

（�） ボルト締結時には下表の参考標準締め付けトルク値を参考に
締結してください。

ネジ径
参考標準

締付けトルク
N・m

M�

� �.� ��.� ��.� �� ��� ��� ���

M� M� M�� M�� M�� M�� M��

（�） 『保管輸送中の注意事項』に記載事項を参考にしてご使用くだ
さい。

（�） 使用中に最大荷重、最大たわみ量を超えないようにご使用くだ
さい。

（�） 油脂類、薬品の付着が無いようにしてください。
（�） 使用中の雰囲気温度、伝達熱は��℃以下でご使用ください。
（�） 直射日光、潮風、水、海水に曝されない様にご使用ください。
（�） 定期的に点検を実施して防振ゴムの異常有無をご確認くださ

い。
（ゴムと金具の接着剥離、ゴムの割れ、金具腐食、割れ等）

（�） 直射日光にさらさないようにしてください。
（�） できるだけ空気が触れないようにビニール袋等で密封し、冷暗

所にて保管してください。
（�） 油脂類、薬品の付着が無いようにしてください。
（�） オゾンの多い場所には放置保管しないでください。
（�） 水分の多い場所には放置保管しないでください。
（�） 防振ゴムの上に物を乗せた状態で放置保管しないでください。
（�） 長期保管をしないようにしてください。

防振ゴムの使用方法、条件、環境により交換基準は一様ではありま
せんが、下記の項目を交換の目安としてお考えください。

（�） ゴムの亀裂（深さ約�mm以上の場合）
（�） 金具とゴムの接着部剥離。
（�） ゴムのへたり（へたり量がゴム厚みの��％以上になった場合）
（�） ゴムが油、薬品等で膨潤、脱落した場合。

量 従来単位 S I 単 位 S I 単 位 へ の 換 算

力・荷重

バネ定数

エネルギー

面圧・応力

トルク・モーメント

㎏f

tonf

㎏f/cm

㎏f・m

㎏f/cm�

㎏f・m

N

kN

N/mm

J

N/mm�

N・m

�㎏f =�.�����N （≒��N）

�tonf=�.�����kN （≒��kN）

�㎏f/cm=�.�����×��-�N/mm （≒�N/mm）

�㎏f・m=�.�����J （≒��J）

�㎏f/cm�=�.�����×��-�N/mm�（≒�.�N/mm�）

�㎏f・m=�.�����・m （≒��N・m）
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